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大分大学アドミッション・ポリシー

基本理念
人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて，豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人材
を育成するとともに，地域の発展ひいては国際社会の平和と発展に貢献し，人類福祉の向上と文化
の創造に寄与することです。

教育の目標
１．学生の立場にたった教育体制のもとで，広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い倫理
観を有する人材を育成します。
２．ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応用力に富んだ人材を育成します。
３．高い学習意欲をもち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身につけ，広く世界で活躍できる人
材を育成します。

求める学生像
意欲を持ち将来への可能性を秘めている人を求めています。
１．幅広く，より深く学ぶための基礎的能力を持っている人
２．旺盛な知的好奇心を持ち，新しい課題に積極的に取り組む人
３．自分の持つ資質を磨き，能力を伸ばしたい人
４．夢や目的を持ち，周囲と協力しつつその実現に向けて努力する人
５．志を持って国際社会及び地域社会への貢献をめざす人
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医学部アドミッション・ポリシー

基本理念
医と看護に関する最新の学術を教育・研究し，高度の医学及び看護学の知識並びに技術，そして
これらを支える高い倫理観と豊かな教養・人間性を備えた医師あるいは看護師・保健師，更には医
学，看護学研究者を養成し，これら学問の進歩，国民の健康の維持増進，医療･保健を中心に地域
や国際社会の福祉に寄与することが基本理念です。

教育の目標
医学科
患者の立場を理解した全人的医療を行い，豊かな教養と人間性，高度の学識，問題解決能力，
生涯学習能力及び国際的視野を備えた医師や研究者を養成します。
看護学科
人々が心身ともに健康な生活を営めるよう，適切な看護を行うことができる専門的知識と技術
の習得を促し，看護学の発展と地域住民の保健・医療・福祉の向上，ひいては国際社会への貢献
ができるよう，豊かな人間性を備えた人材を養成します。

　求める学生像
医学科
１　医師として人の健康と福祉及び科学の進歩に貢献したいという確固たる決意を持っている人
２　患者の痛みを分かち合い，患者に対する思いやりに満ちた慈愛の心を正しく体得しようとする
志を持っている人
３　日進月歩の医学・医療に対応する知識と技術を習得するため，たゆまぬ努力と地道な研鑽を重
ねることができる持続力と忍耐力を持ち合わせている人
４　他者の意見を良く聞き，協調して物ごとを進めることができる社会性とコミュニケーション能
力を備えている人
看護学科
１　看護を通して社会に貢献しようとする意志と，他者の喜び，苦しみを分かち合える温かい心を
持っている人
２　日進月歩の医療及び激動する社会の変化に対応する知識と技術の習得のため，たゆまぬ努力と
自己研鑽（生涯学習）を重ねる人
３　国の内外を問わず，社会に起こっている問題に関心を持ち，それに対して自分の考えが述べら
れるような教養を備えている人
４　何ごとにも積極性を持ち，多くの人と交流ができる社会性を備えている人

　入学者選抜の基本方針
〈医学科〉
前述の「求める学生像」にふさわしい学生を選抜するために，医学科では，一般選抜と推薦選抜
を実施し，それぞれの選抜の趣旨に従って，多様な観点から受験生の学力や資質を評価しています。
また，医学以外の学問を修めた大学卒業者を対象に２年次後学期への学士編入学を実施しています。
・一般選抜（前期日程・後期日程）
一般選抜では，高等学校等での教科面における学習の達成度をみるため，大学入試センター試
験は５教科７科目を課しています。また，個別学力検査は，前期日程では，理科（物理・化学・
生物から２科目選択），数学，英語の３教科の学力を測るとともに，高等学校等の調査書により
受験生の素養を評価します。後期日程では，総合問題により，英文の理解力・数理統計的な思考
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力・道徳的感性などを測るとともに，面接によりコミュニケーション能力・学習意欲・倫理観等
を評価します。
・特別選抜（推薦入学）
推薦選抜では，一般選抜と同じく高等学校での教科面における学習の達成度をみるため，大学
入試センター試験は５教科７科目を課しています。面接では，個人面接と集団面接を行い，医学
を学ぶための適性・コミュニケーション能力・学習意欲・リーダーシップ・協調性・独創性等を
評価します。また，高等学校長等の推薦書及び調査書から，志願者がどのような高校生活を送っ
てきたかを，課外活動やボランティア活動，資格等を中心に評価します。
・学士編入学
学士編入学では，多様な専門能力，明確な問題意識や高い問題解決能力を有する人材並びに地
域医療の場で活躍できる人材を受け入れるため，次のような３段階による選抜方法を実施してい
ます。第１次選抜では小論文を含む書類審査を，第２次選抜では生命科学に関する総合問題と英
語の学力審査を，第３次選抜では個人面接と課題発表形式を取り入れた集団面接を行っています。

〈看護学科〉
前述の「求める学生像」にふさわしい学生を選抜するために，看護学科では，一般選抜と推薦選
抜を実施し，それぞれの選抜の趣旨に従って，多様な観点から受験生の学力や資質を評価していま
す。また，社会人を対象とした特別選抜や，看護系短期大学・専修学校の卒業者等を対象とした３
年次編入学を実施しています。
・一般選抜（前期日程・後期日程）
一般選抜では，高等学校での教科面における学習の達成度をみるため，大学入試センター試験
については６教科７科目を課しています。また，個別学力検査については，前期日程では小論文
を課すことにより，論理的思考力・表現力・読解力・看護学を学ぶための適性等を評価します。
後期日程では面接によりコミュニケーション能力・学習意欲・倫理観等を評価します。
・特別選抜（推薦入学）
推薦選抜では，大学入試センター試験を免除し，小論文と面接を課しています。小論文では，
理解力・統合力・思考力・表現力・独創性・論理性等を評価します。面接では，個人面接と集団
面接を行い，看護学を学ぶための適性・コミュニケーション能力・学習意欲・自己理解力・リー
ダーシップ・協調性等を評価します。また，高等学校長等の推薦書及び調査書から，志願者がど
のような高校生活を送ってきたかという学習態度等を評価します。
・特別選抜（社会人）
社会人特別選抜では，社会人としての経験を看護の分野に生かしてゆくことのできる有能な人
材を受け入れるため，大学入試センター試験を免除し，小論文と面接を課しています。小論文で
は，理解力・統合力・思考力・表現力・独創性・論理性等を評価します。面接では，個人面接と
集団面接を行い，看護学を学ぶための適性・コミュニケーション能力・学習意欲・自己理解力・
リーダーシップ・協調性等を評価します。
・３年次編入学
短期大学の看護系学科及び看護系専修学校の卒業者等に，看護に対する専門能力及び指導能力
をより高める機会を提供することを目的として，３年次への編入学を実施し，英語と総合問題と
面接を課しています。総合問題では，専門基礎科目並びに専門科目に関する基礎知識・問題解決
能力・統合能力を測り，面接では，コミュニケーション能力・学習意欲・倫理観等を評価しま
す。 
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Ⅰ　学生募集要項

１．目　的
今日，わが国の医学・医療は少子高齢化，高度情報化社会への適切な対応，そして，脳死，臓器移
植，体外受精，遺伝子治療などに対する高い倫理観が求められる一方，基礎医学，先端的医療の推進，
地球的規模での医学・医療協力への貢献など，さまざまな分野で変革が求められています。
このように大きく変化する医療環境の中でこれからの医療人には，幅広い人間性，人間への深い洞
察力，高い倫理観，コミュニケーション能力，より高い問題解決能力，そして生涯学習意欲が求めら
れています。
そこで，大分大学医学部医学科では，医学以外の学問を修めた大学卒業者で，上記の資質を備え，
かつ，明確な問題意識を持って改めて医学を目指す方に，編入学の道を開くことによって，多様な専
門能力と適性を有する人材を学生として迎え入れたいと考えています。
そして，単に臨床医を志向するだけでなく，臨床研究又は生命科学，予防医学分野の研究を積極的
に志向し，国際医療協力に携わるような国際性を備えた医師や研究者を育成することを目的としてい
ます。
また，大分県において近年問題となっている地域における医師の偏在化に伴うへき地医療従事者減
少の問題に対応するため，大分県内の中学校又は高等学校を卒業した者で，将来大分県内の地域医療
に貢献したいという強い意志を持った者を対象とした地域枠を設け，卒業後，大分県の地域医療を担
う医師の養成を図ります。
　

２．募集人員
医学部医学科　10名（地域枠として３名以内は，大分県内の中学校又は高等学校卒業者とする。）

３．入学年次
第２年次後学期

４．入学時期
平成20年10月

５．出願資格
次のいずれかに該当する者とします。
（１）修業年限４年以上の大学を卒業した者（学校教育法第68条の２第４項の規定により大学評
価・学位授与機構から学士の学位を授与された者を含む。）又は平成20年９月30日までに卒業
見込みの者　
ただし，医学部医学科の卒業者（退学者を含む。）及び在籍者は出願できません。

（２）外国において学校教育における16年の課程を修了した者及び平成20年９月30日までに修了見
込みの者
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６．出願要件

注１　大分県内の中学校又は高等学校を卒業した者は，「地域枠」，「一般枠」及び「地域枠と
一般枠の両方」の区分で出願できます。

注２　「一般枠と地域枠の両方」の区分で出願した者は，「地域枠」を優先して選抜し，「地域
枠」で合格とならなかった場合は，「一般枠」として選抜の対象となります。

７．出願手続
（１）出願受付期間

平成20年５月12日（月）～ ５月15日（木）
受付時間は各日とも９時から17時までとします。
なお，郵送の場合は５月15日（木）17時必着とします。

（２）出願方法
出願を希望する者は，出願書類等を取り揃えて持参又は，「簡易書留速達郵便」にて下記あて
に郵送してください。
〒870－1192　大分市大字旦野原700番地
　　　　　　  大分大学学生支援部入試課入試企画グループ　TEL 097－554－7471

（３）出願書類等 
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前述「５．出願資格」のいずれかの出願資格に該当する者一般枠

大分県内の中学校又は高等学校を卒業した者で，前述「５．出願資格」のい
ずれかの出願資格に該当する者であり，卒業後，大分県の地域医療に貢献し
たいという強い意志を持ち，合格した場合は，入学することが確約できる者。

地域枠

摘 要書 類 等

本要項に添付している本学所定の用紙を使用してください。志 願 書

本要項に添付している本学所定の用紙を使用してください。受 験 票 ・ 写 真 票

以下のいずれかの方法により本学指定口座に振込んでください。
①郵便局・その他の金融機関での払込
本学所定の振込用紙を用い，郵便局・その他の金融機関窓口で振込手続
を行ってください。
②コンビニエンスストア（一部）での払込
本学ホームページ　http://www.oita-u.ac.jp/
（携帯版はhttp://daigakujc.jp/u.php?u=00041）から払込専用ホームペー
ジへアクセスするか，もしくは直接下記ＵＲＬにアクセスし，指示に従
い払込手続を行ってください。
（払込専用ＵＲＬ）http://www.oita-u.net/
（携帯電話用ＵＲＬ）http://www.oita-u.net/mobile/　　
振込み後は，①の場合は郵便振替払込受付証明書（大学提出用）を，②
の場合は収納証明書（コンビニによっては領収書）を，受験票下の貼付
欄にはがれないように糊付けしてください。
手数料は本人負担です。

入学検定料払込証明書
　（３０，０００円）　



（注意事項）
①入学志願書の記入漏れ等がないように十分留意してください。
②課題小論文はボールペンで記入し，訂正は複線を付してその上部空欄に記入してください。
（訂正印は不要です。）
③一度受理した出願書類等は，いかなる理由があっても返還しません。
④出願期間後に到着したもの及び出願書類等に不備があるものは受理しません。

８．身体等に障がいがある者の事前相談
　本学に入学を志願する者で，身体等に障がい（学校教育法施行令第22条の３に定める障がいの程
度）がある者は，受験上及び修学上特別な配慮を必要とすることがありますので，下記要領で申し
出てください。
（１）申出期限

平成20年４月18日（金）までに申し出てください。
ただし，期限後に不慮の事故等により身体等に障がいがあるような状態になった場合には，そ
の旨申し出てください。

（２）申出方法
本要項に添付している特別措置申請書（健康診断書等必要書類添付）を提出し，必要な場合は
本学において，志願者又はその立場を代弁し得る関係者等との面談を行います。 
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出身大学長が証明し，厳封したものを提出してください。
なお，平成20年９月30日までに卒業見込みの者は，出願時の成績証明
書とします。
大学院修了者は，大学院の成績証明書（当該研究科長が証明し，厳封
したもの）も提出してください。
日本語以外の証明書には，和訳を付けてください。
（大学が和訳の証明書を発行しない場合は，志願者本人が和訳してく
ださい。様式は問いません。）

成 績 証 明 書

出身大学の卒業（見込）証明書又は大学評価・学位授与機構の学位の授
与証明書を提出してください。大学院修了者は，学位授与（修了見込）
証明書も提出してください。地域枠志願者で，大分県内の中学校又は高
等学校卒業者は，中学校又は高等学校の卒業証明書を提出してください。
中学校並びに高等学校が大分県内の場合は，高等学校の卒業証明書のみ
提出してください。

卒業（見込）証明書

大学で在学中に専攻した学問分野並びに社会活動等その他の活動につ
いて説明し，それを医学の分野で今後どのように活かし，医学・医療に
貢献しようとしているかを述べてください。（本要項に添付している本
学の所定の様式に，自筆で横書きしてください。字数は，1,000字以内と
します。又，「その他の活動」については，可能な限り活動内容及びそ
れを証明できるものを添付してください｡ただし，３点以内とします。な
お，添付するものはＡ４サイズに統一してください。）

課 題 小 論 文

本要項に添付しているあて名票に志願者の郵便番号，住所（合格通知等
を受け取る場所）及び氏名を必ず記入してください。あ て 名 票

本要項に添付している本学所定の封筒に郵便番号，住所及び氏名を記入
し，350円分の切手を必ず貼ってください。

返 信 用 封 筒
（第１次選抜結果通知用）



（３）申 出 先
〒870－1192　大分市大字旦野原700番地
　　　　　　  大分大学学生支援部入試課入試企画グループ　TEL 097－554－7471

９．入学者選抜方法
第１次，第２次及び第３次選抜を実施し，合格者を決定します。
（１）第１次選抜

出願書類等により書類選考を行い，募集人員の約10倍を第１次選抜の合格者とします。

（２）第２次選抜
第１次選抜の合格者に対して，生命科学に関する総合問題（大学教養教育修了程度）及び英語
を課し，その結果を総合判定し，募集人員の約３倍を第２次選抜の合格者とします。

（３）第３次選抜
第２次選抜の合格者に対して，個人面接及び集団面接を実施し，最終合格者を決定します。

10．選抜結果の発表及び通知
（１）第１次選抜結果

平成20年６月13日（金）に志願者全員に選抜結果を速達郵便で通知します。
この際，第１次選抜合格者には受験票を同封します。
なお，電話による合否の照会には応じません。

（２）第２次選抜結果
第２次選抜合格者は，平成20年７月11日（金）15時に本学旦野原キャンパス教養教育棟前及び

挾間キャンパス管理棟玄関前に合格者の受験番号を掲示するとともに，第２次選抜受験者全員に
選抜結果を速達郵便で通知します。
また，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/）にも合格者受験番号を掲載します。
なお，電話による合否の照会には応じません。

（３）第３次選抜結果（最終発表）
最終合格者の発表は、平成20年７月31日（木）11時に本学旦野原キャンパス教養教育棟前及び

挾間キャンパス管理棟玄関前に合格者の受験番号を掲示するとともに，第３次選抜受験者全員に
選抜結果（最終発表）を速達郵便で通知します。
また，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/）にも合格者受験番号を掲載します。
なお，電話による合否の照会には応じません。
※合格者受験番号の発表は，一般枠，地域枠を区分して行います。
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試 験 場試 験 時 間試 験 内 容期 日
大分大学医学部
（挾間キャンパス）

９：00～17：00
（予定）

個 人 面 接平成20年
　７月23日（水） 集 団 面 接

試 験 場試 験 時 間試 験 科 目期 日

大分大学医学部
（挾間キャンパス）

10：00～12：00
（120分）

生命科学に関する
総　 合　 問　 題平成20年

　６月24日（火） 13：30～15：00
（90分）

英　 　 語



11．入学手続
（１）入学手続期日

平成20年８月７日（木）（１日のみ）
注１　入学手続の詳細については，合格通知とともに送付する「入学手続のご案内」により
お知らせします

注２　入学手続日に入学手続を完了しなかった者は，入学辞退者として取り扱います。

12．入学料及び授業料
入学料　　　　　　282,000円
授業料（年額）　　535,800円（前期分　267,900円　　　後期分　267,900円）
注１　入学料・授業料については，免除・徴収猶予・奨学融資の制度があります。申請手続き
は，入学料・授業料の納付前に行う必要がありますので，詳細については学生支援課奨学
支援グループ（TEL 097－554－7386）へ問い合わせてください。

注２　授業料については,希望により前期分の納付の際に後期分も合わせて納入することがで
きます。

注３　入学料，授業料は改定の可能性があります。在学中に授業料改定が行われた場合には，
新授業料が適用されます。

13．欠員の補充
合格者の入学辞退等により入学定員に満たない場合は，追加合格により欠員の補充を行います。
（１）通知方法

志願書に記載の「合格通知を受け取る場所」へ電話により連絡します。
（２）通知開始

平成20年８月７日（木）の17時以降
※追加合格は「一般枠」「地域枠」毎に，欠員の生じた枠内で行います。ただし，各枠の次点
以下の者が合格の基準点に達していないと本学が認めた場合はこの限りではありません。

14．大分県医師修学資金貸与制度
大分大学医学部に地域枠で学士編入学した学生には，大分県医師修学資金が貸与されます。
（１）貸与額
　　　貸与額は，本学の入学料及び授業料に相当する額，並びに月額15万円です。

※貸与額は，入学料・授業料改定によって変更することがあります。
（２）返還の免除

大分県知事の指定する医療機関において貸与を受けた期間の1.5倍の期間を医師として勤務し
た場合，全額返還免除とします。

（３）その他
医師修学資金は，地域枠で合格した者全員に貸与します。なお，詳細は大分県の「大分県医師
修学資金貸与制度のしおり」で確認してください。
・問い合わせ先
大分県福祉保健部医務課地域医療班
〒870－8501　大分市大手町３丁目１番１号
TEL 097－506－2652　FAX 097－506－1734 
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15．入学試験個人成績の開示
平成20年度医学科第２年次後学期学士編入学試験の個人成績を，第２次選抜試験の結果のみ受験者

本人に限って開示します。希望者は，次の方法により申し込んでください。
【申込期間】平成20年10月1日（水）～平成20年10月31日（金）

（ただし，土曜日，日曜日及び祝日は除く。）
【申 込 者】受験者本人に限ります。（代理人は不可）
【申込方法】下記の書類等を持参又は郵送で本学入試課に提出してください。

なお，郵送による申し込みの場合は，入学試験個人成績開示申請書発送後（投函後３～
４日後）本人からの申請であることを必ず電話連絡してください（電話番号０９７－
５５４－７４７１　入試課入試企画グループあて）。郵便及び本人からの電話連絡双方
が確認できた時点で正式な開示申請として取り扱います。
①入学試験個人成績開示申請書
（次のいずれかの方法により取り寄せてください。）
・本学入試課に直接来学する。
・大分大学ホームページから印刷して使用する。
・本学入試課あてに返信用封筒（長型３号（12㎝×23.5㎝）の封筒にあなたの住所・氏
名・郵便番号を明記の上80円切手を貼ったもの）を送る。なお，「入学試験個人成績
開示申請書請求」と明記してください。
②第２年次後学期学士編入学の受験票（写）
③写真付きの身分証明書（写）
④返信用封筒（長型３号（12㎝×23.5㎝）の封筒にあなたの住所・氏名・郵便番号を明
記の上430円分の切手を貼り簡易書留郵便としてください。）

【開示方法】開示内容は，受験者本人あてに簡易書留郵便により，後日郵送します。
【開示内容】第２次選抜試験の合格者には，得点を通知します。

第２次選抜試験の不合格者には，合格最低点と得点の差をランク別に通知します。
※不合格者に対する開示は，「一般枠」「地域枠」毎に分けて行います。

16．受付窓口
入学者選抜試験に関する問い合わせ，出願書類及び入試個人成績開示申込の受付窓口は下記のとお
りです｡
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〒870－1192　大分市大字旦野原700番地
　　　　　　  大分大学学生支援部入試課入試企画グループ
　　　　　　  TEL 097－554－7471



17．その他の注意事項

（１）提出書類の記載事項が事実と相違していることが判明した場合には，入学後でも入学許可を取
り消すことがあります。

（２）入学志願者から提出された出願書類等に記載されている個人情報については，独立行政法人等
の保有する個人情報の保護に関する法律及び国立大学法人大分大学個人情報保護ポリシーに基づ
き，入学者選抜に係る業務・統計処理などの付随する業務以外には利用しません。だたし，入学
料・授業料免除（猶予）及び奨学金を申請した者にあっては，選考資料として利用します。

（３）第１次選抜結果及び受験票（合格者のみ）が平成20年６月18日（水）までに到着しない場合は，
本学学生支援部入試課入試企画グループまで申し出てください。

（４）第２次選抜結果が平成20年７月16日（水）までに到着しない場合は，本学学生支援部入試課入
試企画グループまで申し出てください。

（５）試験当日は，受験票を必ず持参してください。
（６）挾間キャンパス敷地内は全面禁煙です。
（７）試験当日は原則として，自動車・バイクによる入構を禁止します。
（８）試験場建物内には，付添人は立ち入ることができません。
（９）受験者のための宿泊施設は，本学では紹介しません。
（10）昼食は持参してください。
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18．大分大学位置図
大分大学学生支援部入試課（旦野原キャンパス）
所在地　　大分県大分市大字旦野原700番地
ＴＥＬ　　097－554－7471
◎ＪＲ利用（ＪＲ豊肥本線）
　「大分大学前駅」下車（大分駅より約12分：240円），徒歩約５分
◎バス利用（大分バス）
　トキハデパート前から
○「大南団地・高江ニュータウン」又は「大分大学」行きを利用。「大分大学」又は「大分大
学正門」下車（約40分：360円）

○「戸次，臼杵，竹田，三重，佐伯」行き等を利用。「大分大学入口」下車（約40分：350円），
徒歩約10分

大分大学医学部（挾間キャンパス）
所在地　　大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番地
ＴＥＬ　　097－586－5540，5541
◎バス利用（大分バス）
トキハデパート前又はＪＲ大分駅前から｢大学病院」又は「 向 

むかい

の 原 （行き先番号：Ｌ26,Ｌ27,Ｌ96,
はる

Ｌ97）」，「由布川温泉」行きを利用。「大学病院」下車（所要時間約40分：410円） 
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Ⅱ　入　学　案　内

 
１　沿革
医学部は，昭和51年10月に開学し，同53年４月に第１期の学生を受け入れ，同59年３月に第１期卒

業生を送り出しました。

２　教育目標
⑴　幅広い教養と高い倫理観，責任感を備え，感性豊かな人材を育成する。
⑵　問題発見・解決型の教育を行い，疾病予防や診断，治療方法の改善，原因や病態の解明向上に
貢献でき，最新の医学知識や技術を習得するための生涯学習能力を備えた人材を育成する。
⑶　個人の生命や健康，権利，尊厳を守り，コミュニケーション能力と協調性並びに指導力を備え，
全人的医療やチーム医療の実践ができる人材を育成する。
⑷　医療や保健・福祉の問題を理解し，広い視野から地域社会のみならず国際的にも活躍，貢献で
きる人材を育成する。器別カリキュラムとの整合性を可能な限り追求するため８大講座制を導入
し，カリキュラムの教育効果を高めるよう一貫した教育・研究指導を目指しています。

３　特色
⑴　本学科では，平成12年度からこれまでの教育システムを抜本的に改正し，入学後直ちに行う早
期体験実習，教養・基礎教育と専門教育基礎あるいは臨床との連携・調和を強化するための節目
ごとのイントロダクトリーコースの導入，また，専門教育では，臓器別，機能別のチュートリア
ル教育(少人数教育)やクリニカル・クラークシップ(チーム医療の一員としての臨床参加型実習)
の導入を行い，常に医学に対する勉学意欲を保持し，これまでの講義中心の受身的学習から，自
ら問題点を見つけ,考え,調べ,グループで討論しながら解決する自己問題解決型学習方法を取り入
れました。
⑵　最近の医学の発展と多様化に対応し，また，機能別・臓器別カリキュラムとの整合性を可能な
限り追求するため８大講座制を導入し，カリキュラムの教育効果を高めるよう一貫した教育・研
究指導を目指しています。
⑶　臨床医学系に我が国で最初に臨床薬理学講座（現：薬効薬物動態治療応用講座）と附属病院に
臨床薬理センターが設置され，医薬品の有効で安全な合理的使用法と評価のための臨床試験に関
する研究と教育，医薬品の臨床試験の支援，臨床研究を支援する新しい職種である臨床研究コー
ディネーター（CRC）の国の養成施設としての活動も行われています。
⑷　本学の総合科学研究支援センターに学内の感染症の研究者を核として社会環境医学研究分野を
設置し，アジアやカリブ地域の感染症に関する学際的研究，これらの地域との学術交流と国際医
療協力の推進，４年次２学期の研究室配属期間に行うフィリピン国立サン・ラザロ病院（感染症
専門病院）における学生の海外実習の準備教育などを行っています。

４　カリキュラム等
カリキュラムの概要は，以下のとおりです。
①　イントロダクトリーコースの採用
教養教育，専門教育（チュートリアル教育），臨床実習開始前にはイントロダクトリーコース
を設け，各コースで円滑に学習するために必要な知識，技能，態度，意欲を習得できるよう配慮
しています。イントロダクトリーコースⅠ及びⅡでは，医療人としての自覚と意欲を早期に形成
するため，病院体験実習を実施しています。更に，現代医学とりわけ生命科学の根幹をなす細胞
生物学，分子生物学，免疫生物学の教育は，教養・基礎教育と医学専門教育を統合したくさび型

医学科の紹介
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カリキュラムとして導入し，学生が効率よく学習できるシステムとしています。
臨床実習開始前のイントロダクトリーコースⅢでは，患者（国民）さんに指導医の監督下で医
学生が安全な医行為ができるかを担保するため，医学生の能力と適性について全国的な一定水準
を確保するための全国共通の標準評価試験（臨床実習開始前の共用試験）を実施しています。更
に医療倫理・心理学，医療安全，感染対策，医療記録，医療法規，医療経済など，臨床実習に必
要な教育も実施しています。

②　統合カリキュラムの編成
従来の基礎医学，臨床基礎医学，社会医学，臨床医学という医学教育の分類をできる限り臓器
別，機能別のコースに分け，そのコースに関連した事例から，学生自身が学習目標を設定し，関
連した基礎・社会・臨床医学を学ぶチュートリアル教育と，そのコースに関連した講義・実習を
組み合わせた統合カリキュラムを実施しています。

③　診療参加型臨床実習の導入
実際の医療チームの一員として参加する診療参加型臨床実習を第５年次前学期から実施し，診
療を行う際の基本的能力である問題解決能力，症例呈示能力，診療録記載能力を持った医療人の
養成を目指しています。更に地域医療の現状ややり甲斐を体験するため，診療所研修や救急車同
乗実習なども実施しています。

カリキュラム概念図
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１　入学料・授業料の免除及び徴収猶予
（１）入学料の免除・徴収猶予

入学料は，次の各号のいずれかに該当すると認められる方については，本人の申請に基づき選
考の上，入学料の全額又は半額を免除，又は徴収猶予を許可することがあります。申請は，入学
手続の際に受付ます。
ア　経済的理由により入学料の納付が困難であり，かつ学業優秀と認められる方
イ　入学前１年以内に学資負担者が死亡した方，又は入学前１年以内に風水害の災害を受けた方
ウ　イに準ずる場合であって，学長が相当と認める事由がある場合

（２）授業料の免除
授業料は，次の各号のいずれかに該当する方については，本人の申請に基づき選考の上，授業
料の全額又は半額の免除を許可することがあります。申請は各学期（前学期，後学期）ごとにそ
れぞれ必要です。入学日に属する期の申請は，入学手続の際に受付ます。
ア　経済的理由によって授業料の納付が困難であると認められ，かつ学業優秀と認められる方
イ　入学前１年以内に，学資負担者が死亡し，又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を
受け，授業料の納付が著しく困難な方
ウ　イに準ずる場合であって，学長が相当と認める事由がある場合

２　奨学金
日本学生支援機構の定期採用の募集は４月です。追加募集や他の奨学団体の募集は医学・病院事
務部学務課の掲示板をご覧ください。
日本学生支援機構の奨学金の種類は，次のとおりです。　　　　　　　　（平成19年度採用者）

３　大分大学入学料・授業料奨学融資制度
大学が制度の利用を承認した後，学生本人が大分銀行から入学料や授業料の融資を受けた場合，
在学中の利子を大学が負担します。元本返済は卒業後となり，在学中の利子の返還義務はありませ
ん。申請は，各期の授業料免除選考結果発表後に受付ます。

詳しくは，学生支援課奨学支援グループ（TEL 097－554－7386）にお問い合わせください。
 

大学生活
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自宅通学者　　　　月額　45,000円
自宅外通学者　　　月額　51,000円

第一種奨学金
（無利子）

月額　30,000円・50,000円・80,000円・
　　　100,000円から選択

第二種奨学金
（有利子）

後学期入学の学部生については，入学者数が少なく，１人分の入学料を免除するだけの財源が
確保できないため，許可できませんのでご了承ください。なお，入学料徴収猶予については，
審査のうえ，許可・不許可を決定します。

なお，入学料に係る奨学融資制度の利用を希望する場合，入学手続時に入学料徴収猶予の申
請が必要となります。



４　傷害保険
（１）学生教育研究災害傷害保険

大学に学ぶ学生の被る種々の教育研究活動中の災害に対する学生の互助共済制度で，教育研究
活動中に生じた急激かつ偶然な外来の事故によって，身体に傷害を被った場合に，保険金が支払
われます。条件は次のとおりです。
①保　険　料　（医 学 科）　4,700円（保険期間５年分）
②支払保険額

　　本学の入学生全員が，入学と同時に保険加入手続きをとることにしています。

５　入学後の住居等
本学挾間キャンパス内には学生寮を設置していません。
医学・病院事務部学務課にアパート及び不動産業者に関する資料を用意していますので，希望者
はご利用ください。
なお，現在，アパート等の部屋代は，１ＤＫでおおむね35,000円前後です。

６　通学方法
１・２年次に在学中の者及び２㎞以内に居住している者は，自家用自動車（自動２輪車を除

く。）による通学を禁止しています。

７　課外活動
充実した学生生活を送るためには，勉学に励むことはもとより，課外活動を通じ，豊かな情操と
健康な心身を養うことも大切です。
現在，挾間キャンパスの課外活動施設としては，体育館，武道場，弓道場，グラウンド，テニス
コート，プール，課外活動共用施設があります。
また，次のような体育系，文化系のサークル及び同好会が学内外で多彩な活動を行っています。
（体育系）バスケットボール部，バレーボール部，バドミントン部，卓球部，剣道部，サッカー部，

ラグビー部，準硬式野球部，硬式庭球部，ワンダーフォーゲル部，ソフトボール部，　
水泳部，弓道部，ボードセーリング部，陸上競技部，少林寺拳法部，　　　　　　　　
ハンドボール同好会

（文化系）写真部，Ｅ.Ｓ.Ｓ．，軽音楽部，コーラス部，美術部，茶道部，手話サークル，　　　
管弦楽団，医療を考える会，邦楽同好会，ビリヤードサークル，　　　　　　　　　　
ＡＬＳボランティアサークルうみの会

８　福利施設
日常の便宜を図るために，食堂，売店，書店，談話室が設置されています。
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通学中・施設間の移動中課 外 活 動 中 ・
学校施設内の休憩中正課中・学校行事中区　　　　分

1,000万円1,000万円2,000万円死 亡 の 場 合
45万円～1,500万円45万円～1,500万円90万円～3,000万円後遺障害のある場合
１万５千円～30万円
（治療期間７日以上）

３万円～30万円
（治療期間14日以上）

６千円～30万円
（治療期間４日以上）医師の治療を受けた場合




